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1. 研究目的 
Kajino et al. (2005) は三宅島火山の噴火に伴って増

加した硫酸エアロゾルが、エアロゾル中の硝酸を気相

に追い出す事により、八方尾根において硝酸ガスによ

る酸性沈着を促進していた事を地上観測と数値計算に

より明らかにした。将来的にSO2の排出量が増加する

と言われているアジア域において、同様のメカニズム

により大規模排出源の風下域において硝酸沈着量が増

加すると考えられる。本研究ではStreets et al. (2003)の

アジア域排出インベントリと AIM/Trend モデル 

(Fujino et al., 2002)を用いて合理的な将来予測インベ

ントリを作成し、エアロゾル化学輸送モデル(Kajino et 

al., 2004) を用いて、この間接的酸性化効果を評価し

た。 

 

2. 研究結果 
計算結果の一例を示す。図はFW(Security First)シナ

リオ（貧富格差拡大による紛争を回避する為の積極的

産業開発）に基づく 2030 年SO2インベントリ（中国で

2000 年の 2.42 倍）を用いた時の、硝酸沈着量（乾性＋

湿性）の増加割合(%)の計算結果である。ベクトルは

月平均地表風速 (m/s) を表す。SO2以外の排出量は

2000 年と同じものを使用し、気象場は 2001 年 3 月の

ものを用いている。NOx排出量が変化しないにも関わ

らず、間接効果により風下域で硝酸沈着量が月平均で

最大 1.5 倍程度増加した。 
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図 1  FWシナリオに基づく 2030 年SO2インベントリを用いた時の、月平均硝酸沈着量（乾性＋湿性）の増加割
合(%) の計算結果（2001 年 3 月）
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